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策定の概要

令和６年１２月

令和６年度第２回しあわせ実感かかみがはら地方創生懇話会

1

資料４



人口ビジョンとは

○人口ビジョンとは

・平成26年11月施行「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、国は、日本の人口の現状と将来

の姿、今後目指すべき将来の方向を示す「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」を策定した。

・国の方針を踏まえ、各務原市では、本市の人口の現状と、将来の展望を示す計画である

「各務原市人口ビジョン」を平成２７年６月に策定した。

○人口ビジョンの掲載項目

・人口動向分析（人口推移、自然増減・社会増減 など）

・将来人口推計

・人口の将来展望
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総合戦略とは

○総合戦略とは

・平成２６年１１月施行 「まち・ひと・しごと創生法」に基づく計画である。

・国は、東京一極集中を是正し、地方における「人」と「仕事」の好循環による持続可能な

地域社会を目指すことを目的として、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を平成26年12

月に策定した。

○しあわせ実感かかみがはら総合戦略とは

・本市において、総合計画の考え方、施策の方向性をベースに、国の総合戦略を踏まえ、

人口減少対策と、地方創生の確実な実現の観点から再構築した計画である。
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第３期人口ビジョン・総合戦略の構成

○「人口ビジョン」と「総合戦略」を統合する

各務原市人口ビジョン

第２期しあわせ実感かかみがはら
総合戦略 第２章 総合戦略

第１章 人口ビジョン

第３期しあわせ実感かかみがはら
人口ビジョン・総合戦略

◎現行

◎次期
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第１章 各務原市人口ビジョンについて

第１章 各務原市人口ビジョンの構成

１．策定の趣旨

２．人口動向分析

３．将来人口推計

４．人口の将来展望
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１．策定の趣旨（１ページ）

○令和５年１２月

・国立社会保障・人口問題研究所（社人研）より、令和２年国勢調査に基づく

「日本の地域別将来推計人口」が公表された。

○令和６年６月

・国は「地方人口ビジョン策定のための手引き」を改定した（令和６年６月）。

これらを踏まえ、各種数値の更新、それに伴う記述の変更等を行う。
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２．各務原市の人口動向分析（２～２１ページ）
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◎総人口の推移
○更新した主なデータ

・総人口の推移

・一般世帯数と世帯員数の推移

・年齢３区分別人口の推移

・日本人人口及び外国人人口の推移

・平均寿命の推移

・日本人、外国人住民の自然増減数・社会増減数の推移

・合計特殊出生率

・日本人、外国人住民の出生者数・死亡者数の推移

・生涯未婚率の推移

・日本人、外国人住民の転入者数・転出者数の推移

・生産年齢人口

など

7



３．将来人口推計（２２～２４ページ）

・将来人口推計に、令和５年度の推計結果を追加した。
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４．人口の将来展望（２５～３１ページ）

令和４２（２０６０）年に１２０，０００人の人口維持
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第２章 第３期しあわせ実感かかみがはら総合戦略について

第２章 第３期しあわせ実感かかみがはら総合戦略の構成

１．策定の趣旨

２．第２期総合戦略の検証

３．第３期総合戦略の位置づけ（総合計画などとの関連）

４．計画期間

５．基本方針

６．目指すべき理想像

７．施策体系

８．推進検証

９．施策と主な取組
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１．策定の趣旨（３２ページ）

・本市の新しい総合計画の「前期基本計画」が完成。総合戦略は総合計画を

踏まえた内容とする必要がある。

・現行の総合戦略の計画期間は、令和２～６年度であり、今年度が計画期間の

最終年度となっている。

今までの地方創生や人口減少対策の取組を継承・発展させるため、

第３期しあわせ実感かかみがはら総合戦略を策定する。
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２．第２期総合戦略の検証（３３～３９ページ）

・第３期総合戦略の策定にあたり、第２期総合戦略の取組について検証を行った。

・第２期しあわせ実感かかみがはら総合戦略総括シート（参考資料）を作成した。

令和５年度の進展状況

指標数 A 順調に
進展している

B ある程度
進展している

C あまり
進展していない D 進展していない

戦略目標① いきいきと働ける「しごと」づくり〈産業・雇用〉 ９ ４ １ ３ １
１．産業 ４ ２ ０ ２ ０
２．雇用・就労 １ １ ０ ０ ０
３．人材育成 ４ １ １ １ １

戦略目標② 未来を支える「ひと」づくり〈子育て・教育〉 １５ ３ ７ ４ １
１．結婚・妊娠・出産 ４ １ ２ ０ ０
２．子育て ４ １ ２ １ ０
３．教育 ７ １ ３ ３ ０

戦略目標③ 魅力と安心の「まち」づくり〈魅力向上〉 ２０ ９ ７ ４ ０
１．発信・誘客 ７ ３ ３ １ ０
２．定住 １３ ６ ４ ３ ０

◎総合戦略ＫＰＩの進展状況
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３．第３期総合戦略の位置づけ（総合計画などとの関連）（４０ページ）
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４．計画期間（４０ページ）

第３期しあわせ実感かかみがはら総合戦略の計画期間

・令和７年度～令和１１年度（５年間）

◎総合戦略、総合計画の計画期間

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

第３期総合戦略

第２期総合戦略

参考：総合計画 後期基本計画（Ｒ２～Ｒ６） 前期基本計画（Ｒ７～Ｒ１１）
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５．基本方針（４１～４４ページ）

（１）国の基本的な考え方

（２）県「清流の国ぎふ創生総合戦略」

（３）ＳＤＧｓの推進について

（４）ＤＸの推進について
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・本市の総合戦略は、国や県の策定した総合戦略を勘案するとともに、ＳＤＧｓやＤＸの推進
といった観点も踏まえながら、策定を進めている。



６．目指すべき理想像（地域ビジョン）（４５ページ）

もっと

みんながつながる

笑顔があふれる 元気なまち

～しあわせ実感 かかみがはら～

・市政の基本方針となる各務原市総合計画と一体になり、地方創生の施策をより一層推進するという観点から、
総合計画に掲げる将来都市像「もっと みんながつながる 笑顔があふれる 元気なまち ～しあわせ実感
かかみがはら～」を総合戦略の「地域ビジョン」とする。

16



７．施策体系（４６～４７ページ）

②いきいきと働ける「しごと」づくり
＜産業・雇用＞

③魅力と安心の「まち」づくり
＜魅力向上＞

①未来を支える「ひと」づくり
＜子育て・教育＞

④人の流れを生み出す「にぎわい」づくり
＜発信・誘客＞

・総合戦略は全市民を対象とした計画ではあるものの、人口減少対策と地方創生に向けた取組を
効果的に推進するため、戦略目標ごとに「メインターゲット」を設定する。

◎戦略目標

・メインターゲット＜ひと＞
２０〜３０代

・メインターゲット＜しごと＞
１０〜２０代

・メインターゲット＜まち＞
中京圏在住の市外住民

・メインターゲット＜にぎわい＞
中京圏在住の市外住民

◎総合戦略のメインターゲット
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８．推進検証（４８～５０ページ）

・効率的・効果的な施策の推進を図るため、総合計画での進行管理の方法を採用することとし、

「ＰＤＣＡサイクル」による進行管理に加え、「ＯＯＤＡループ」の考え方も取り入れる。
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９．施策と主な取組（Ｐ５１～６０）

戦略目標１

未来を支える「ひと」づくり〈子育て・教育〉

施策の柱 施策の方向性 重点施策

１．結婚・妊娠・出産 （１）出会いの機会の創出 出会いの機会の創出

（２）妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援 妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援

２．子育て （１）子育て家庭を支える環境づくり 子育てを学ぶ場の充実

子ども・子育て家庭への支援の充実

保育サービス・幼児教育の充実

（２）地域ぐるみの子育て支援体制の強化 地域ぐるみの子育て支援体制の強化

３．教育 （１）「たくましく生き抜く力」の育成 確かな学力の育成

体験学習の充実

豊かな心と健やかな体の育成

（２）一人ひとりに寄り添うきめ細かな教育の推進 一人ひとりに寄り添うきめ細かな教育の推進

（３）家庭・地域・学校の連携による教育の充実 地域資源を活用した教育の充実

青少年育成活動の推進

家庭教育の支援
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９．施策と主な取組（Ｐ６１～６７）

戦略目標２

いきいきと働ける「しごと」づくり〈産業・雇用〉

施策の柱 施策の方向性 重点施策

１．産業 （１）工業の振興 企業の誘致と競争力向上

ものづくりの高度化と生産性向上

持続可能なものづくりの推進

（２）商業等の振興 商業・サービス業の発展

起業やスタートアップ支援の充実

農地の効率的な利用と担い手の育成支援

農産物の生産支援

２．雇用・就労 （１）雇用・就労 雇用対策の強化

（２）多様な人材の活躍促進 多様な人材の活躍促進

３．人材育成 （１）次世代を担う人材の育成支援 次世代を担う人材の育成支援
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９．施策と主な取組（Ｐ６８～７４）

戦略目標３

魅力と安心の「まち」づくり〈魅力向上〉

施策の柱 施策の方向性 重点施策

１．魅力向上 （１）市民協働によるまちづくりの推進 対話によるまちづくり

協働によるまちづくり

まちづくりの担い手支援

自治会の活性化

地域活動への参加促進

（２）文化芸術・スポーツ活動の充実 多様な生涯学習機会の創出と学びの成果の活用

文化芸術活動の充実

文化財等の保存と活用

スポーツ機会の創出

地域スポーツ活動の推進

（３）持続可能なまちづくり 健康寿命の延伸

一人ひとりの自主的な健康づくりの促進

多文化共生の推進

男女共同参画の推進 21



９．施策と主な取組（７５～８０ページ）

戦略目標３

魅力と安心の「まち」づくり〈魅力向上〉

施策の柱 施策の方向性 重点施策

２．安全・安心 （１）安全・安心なまちづくり 災害対応力の強化

地域防災力の向上

交通安全意識の啓発と交通安全教育の推進

救急・救助体制の充実

各種相談窓口体制の充実

空き家の利活用と適正管理の推進

防犯活動の推進

（２）良好な生活環境の整備 公共交通ネットワークの維持

適正な土地利用の推進

魅力的なまちの創出

公園の活用と緑化の推進

生涯学習・文化・スポーツ施設整備の推進
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９．施策と主な取組（８１～８５ページ）

戦略目標４

人の流れを生み出す「にぎわい」づくり〈発信・誘客〉

施策の柱 施策の方向性 重点施策

１．発信・誘客 （１）シティプロモーションの推進 シティプロモーションの推進

（２）観光資源等の活用と効果的なＰＲ 観光資源の充実

広域観光連携の推進

岐阜かかみがはら航空宇宙博物館の充実

２．連携・交流 （１）自治体間の連携の推進 自治体間の連携の推進
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その他

○国の地方創生の動きについて

令和６年１０月１１日

・国は、「新しい地方経済・生活環境創生本部」を設置した。

・今後１０年間集中的に取り組む「基本構想」に向けて議論を進める。

・１２月末「基本的な考え方」が示される予定となっている。

※本市の総合戦略も、この「基本的な考え方」と整合を図るため、引き続き、

国の動きについて注視していく。
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